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1. はじめに 

現在，日常生活において立体視画像に触れる機会が増

えている．立体視画像とは人間の両眼視差を利用し，2

次元画像でありながら立体的に見える画像である．中で

もアナグリフ方式は技術的に低コストであることから古

くから利用されてきた．アナグリフ方式の立体視画像は，

撮影位置を水平方向へずらして撮影された 2枚の画像を

それぞれ赤と青の像に変換，合成し，左右に赤と青のカ

ラーフィルタのついた眼鏡で見ることで立体視を実現し

ている 1)．しかし，アナグリフ画像を裸眼で見た場合，2

重像のズレが目立っており 2次元画像としての観覧に堪

えないため，立体情報を残しつつ 2重像を軽減したいと

いう要求がある． 

従来手法 2)では，5段階に区分された奥行き情報にもと

づいて手前にある箇所ほどズレが小さくなるように 2重

像の軽減を行ったが，画像内のオブジェクトについて考

慮されていなかった．同じオブジェクト内の箇所によっ

てズレの量が異なってしまうと，他の箇所よりもズレが

大きい箇所は目立つためオブジェクトに大きな奥行きの

差が無い場合，同一オブジェクト内でのズレの量は揃え

ることが望ましい．本研究では画像領域をオブジェクト

ごとに分割することでオブジェクト単位でのズレの調節

を行い，立体情報を保持したままの 2 重像軽減を目指す． 

 

2. 従来手法 

従来手法では，アナグリフ画像の 2重像のズレを軽減

するために，アフィン変換を用いて 2枚のうち 1枚の画

像をもう 1枚の画像に合わせるように変形を行う．アフ

ィン変換に用いる係数は，左右画像の対応点から最小二

乗法によって求める．完全にズレを消してしまうと立体

情報も失われてしまうため，奥行き情報に従って手前ほ

どズレが小さくなるように，変換に用いる対応点の個数

を変えることによってズレの調節を行い，ズレが小さく

なる手前ほど使用する対応点が多くなっている．図 1(a)

のように奥行きは 5段階に区分されているがオブジェク

トを考慮せずに行われているため，同オブジェクト内で

も異なる区分に分類されてしまいズレの量が揃わなくな

ってしまう．たとえば図 1(b)は先行研究の手法によって

ズレを軽減したアナグリフ画像である．木の祠部分は 1 

 

 

 

つのオブジェクトとみなすことができるが，赤丸の箇所

は同オブジェクトのほかの箇所に比べてズレが大きく目

立っている． 

 
図 1：先行研究の問題点 

 

3. 提案手法 

提案手法では，対応点をオブジェクトごとに分類し，

オブジェクト単位でズレの調節が行えるようにする．従

来手法ではアフィン係数を求める際に使用する対応点の

個数によってズレを調節していたが，提案手法では対応

点ごとに重み付けを行うことでズレの調節を行う．この

対応点の重み付けをオブジェクト単位で行うことで，オ

ブジェクトごとにズレを調節することができる．そこで

対応点の分類のためにオブジェクトごとの画像の領域分

割を行う．対応点は SIFT（Scale-Invariant Feature 

Transform）で候補点を抽出し，OpenCVのオプティカ

ルフローの関数 calcOpticalFlowPyrLKによって対応点

を求める． 

 領域分割には分割・統合法 3)を用いた．分割・統合法

とは，まず領域を小さな四角形に分割し，その四角形を

統合していくことで多角形の領域に成長させていく領域

分割の手法である．提案手法では，左右変化から求めら

れた視差画像に対してキャニー法でエッジ検出を行った

後の画像に対して領域分割を適用する． 

 

4. オブジェクト単位でのズレの調節 

 対応点に分類されたオブジェクト単位で重み付けを行

い，手前のオブジェクトのズレが小さくなるように調節

を行う．今回重み付けは分割された領域の平均輝度値を

基にした値を用いた．重みは輝度値の正規化を行い，1～

256の値をとるものとする．1が最も手前，256が最も奥
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である．さらに重みを変化させた場合の変化を見るため，

異なる値の範囲の重み付けでの実験も行った． 

 

5. 実験結果 

 実験に使用した画像は撮影位置を160mmずらして撮影

された大きさが549×444画素の画像である（図2）．  

 図 3(a)は図 2の 2枚の画像から得られた奥行きを表す

視差画像，図 3(b)は視差画像をもとにオブジェクトごと

に領域分割を行った結果である．色が白いほどオブジェ

クトが手前にあることを表している．視差画像で視差が

不明確である箇所は黒くなっている．この結果では視差

が不明確な部分を含めて 4つのオブジェクトに分けられ

ており，それぞれオブジェクトの概形と対応しているこ

とがわかる． 

 
図 2：実験に使用した画像 

 

 
図 3：(a)視差画像 (b)領域分割結果  

 図 4 はそれぞれの手法によってズレを軽減したアナグ

リフ画像である．図 4(a)は領域分割を行わずに図 3(a)の

視差画像の輝度値をもとに重み付けを行った結果，図

4(b)，(c)は提案手法を用いてオブジェクト単位で重み付

けを行った結果である．ただし図 4(b)の重みの値の範囲

は 1～256，図 4(c)の範囲は 1～5となっている．  

図 4 の各画像を専用眼鏡で見ると，立体的に見ることが

でき立体情報が保持されていることがわかる．また，各

画像での立体感の差は感じられない．各画像の 2 重像の

ズレを見ていくと，図 4(a)では右の木箱の奥が大きくず

れているのに対し，図 4(b)では完全にズレが消えたわけ

ではないものの軽減されている．図 4(c)では重みの範囲

を狭めたことで奥部分の重みが大きくなり，左奥の木片

のズレが小さくなっている．奥部分のズレが軽減された

影響を受けて図 4(b)では軽減されていた右の木箱の奥の

ズレが大きくなっているが，図 4(a)よりも若干ズレは小

さくなっている．以上よりオブジェクト単位でのズレの

調節が行われていることがわかる．しかし図 4(c)のよう

にほかの変化を受けてズレが大きくなってしまう場合が

ある．これは場所による対応点の個数や，アフィン変換

に適した対応点であるかといった要素が影響しており今

後の課題である． 

 

 
図 4：実験結果  

6. おわりに 
 本研究では，領域分割を行うことにより，オブジェク

ト単位でのアナグリフ画像の 2 重像軽減手法の提案を行

った．オブジェクトごとに重みを設定しズレを調節する

ことで，同一オブジェクト内のズレの大きさを揃えたア

ナグリフ画像の 2 重像軽減が達成できた．今後はアフィ

ン変換に適した対応点の選別や，最適な重みの設定につ

いて研究を進める予定である． 
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(a)左画像 (b)右画像 

(a) (b) 

(a)領域分割なし（重み範囲 1~256） 

オブジェクト 1 2 3 4 

重み 1 138 156 256 

(b)提案手法（重み範囲 1~256） 

オブジェクト 1 2 3 4 

重み 1 2 3 5 

(c) 提案手法（重み範囲 1~5） 
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